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あるということである［Abashin 1999: 159 ; Abashin 










































たことは間違いない［Brusina 2012: 153; Nalivkin i Nalivkina 
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この婚資慣行は、ソ連時代に一定の負の影響を被った
が、今日においてなお一定の地域的な広がりをもって














































































































































によって発生する［柳橋 2001: 217－218; Burhoniddin 















自動的に設定される11）［柳橋 2001: 179 ; Burhoniddin 






























［Burhoniddin al-Marg‘inoniy 2000: 690］。このような婚姻は
委託婚（nikāḥ al-tafwīḍ）と呼ばれる［柳橋 2001: 179］。








橋 2001: 181, 201］。しかし、マフルがどのように約定
されるとしても、それが約定された後に、女性は、自
らが欲すれば、マフルの請求権を放棄することがで






のうちの推奨行為）となる［柳橋 2001: 191－194, 200; 




























契約を締結することができる［柳橋 2001: 14－15, 106, 




















規模はこの最低額に自動的に引き上げられる［柳橋 2001: 179; 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法であった［例えば、Jabborova va Omurova: 1977: 5; 











































































































































で、可能であるとされた」［Grodekov 1893 : 200］。なお、ウズベ
ク語訳の『ヒダーヤ』（2000年）には、これと完全に合致する記
述は見当たらない。

























































































ある［例えば、Artikov 1962: 53; Fomchenko 1958: 46; 
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